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1 .事務事業の概要

1頁

ロ完了 ・評価対象園行計対象

事務事業名
17566 職業訓練センタ一事業

(中事業)

基本 政策 02 産業が冗気!活力と 1:::ぎわいあふれるまち

政策 04 安定した暮らしを支える産業創出と就労環境
ー・・・・・・・・a・・・ー・ーーーー....-ーー-ー
施 策 03 雇用の安定と就労の支援

実施形態 補助・負担金

事業期間 単年度 |平成 23年度~

要求区分 継続 |予算区分 Ii政策

事業の実施を市 1:::義務づける国の法令

有 無 なし

法 dτh 3 名

条 項

予算科目 01-050102一030200
部 名 26 産業活力再生部 |課 名 I02 商工観光課

課 長 名 戸田雅人 jT E L I |内線 I327 

2. 対象・目的・内容
1 職業訓練の機会を提供し、能力開発、職業能力の向上による雇用の安定を図るため、職業訓練センターの運営補助

を行う。

事業概要

事業の対象

(誰・何を)

事業の目的

(どういう状態

にするために)

事業の内容

(どういう内容

を行うのか)

職業訓練法人北はりま職業訓練協会

労働者の技術向上及び能力開発を支援し、労働者の雇用安定及び企業力の向上を図る。

地域のニーズ、に呼応した各種職業訓練や講座等を実施し、受講者のスキルアップを目指す。

3. 年度別事業費

事業費
国庫支出金 県支出金 地方債 分担金負担金 使用料手数料 その他

平成24年度決算額 5， 800 。 。 。 。 。 。
平成25年度決算額 5. 800 。 。 。 。 。 。
平成26年度決算額 5. 800 。 。 。 。 。 。
平成27年度予算額 5，800 。 。 。 。 。 。
4. 総コストの概算

平成26年度の」の事業1:::

従事している職員数 従事職員数 人 件 費 (A)
平成 26年度

一般職員 | 嘱託・臨時職員
決算額 (B)

O. 00 0.05 390 5，800 

事業費の主な使途7補助金

(単位:千円)

一般財源

5.800 
5.800 
5.800 
5.800 

(単位:千円)

総コスト

(A) + (B) 

6，190 
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6. 評価
評価

惇匝-接業……のの優サ…ー先…度ビ…ス(緊の…急相…性手…)方一一一一 一一一i一33一一ーlト|事受益業ーー者のーーーー必負要担ーー性のーー…適-切ー一一さ一一一一一一一一一41一一一一←医1市施民一一主ニー体のズ妥の把当性握 .: 4 3 
1 

ポイント

事業の
継続実施

次 総合評価

地境の労働者等の職業能力の開発と向上、離職者等の再就職支援を図るため1=必要な施設である」とから、当面ι

E平 聞は現状を維持し運営補助を継続する。また、運営団体には、需要の高い講座の実施を行い、受講者数の増加と交

説 明
率的な施設運営に努めるよう助言を行う。

f面

評価
事直業接のの優サー先度ビス(緊の急相性手)方 ， 43 一陣受業益者の必負要担一性の適一切一さ一一 一一一一一一一一一 一一一ー4ー1一一一一一十1慎市施民一一主ニ一一体ー…ーのズ妥の把当握性 iーi 4 3 

2 ポイント

事業の
継続実施

次
総合評価

県事業の受け皿、国ハローワークの受け皿となる等、施設の事業運営1=関しては職業訓練法人の工夫がみられる。

ー平
また、平成26年度の受講者数の実績も、前年比2割増となっており、市からの補助金については、現行のまま継事もf綜ぬg 

説 明
実施が妥当と判断する。ただし、職業訓練協会自体は、西脇市だけでなく、他市(加西市長・加東市長)も理

{面
員となっているが、両市からの運営にかかる負担金・補助金はないとのことであり、西脇市民以外の利用実績

られることから、運営費の一部については、両市からの補助(負担)も将来的に検討していただきたい。


